
快晴のもとで、霊峰鳥海を目指しました！ 

7月20日(土)に、本校全校生徒は、矢島中学校の3年生の生徒とともに、
祓川登山口から鳥海山山頂目指して頑張りました。 

山頂に到達した生徒からは、 
 「日焼け止めを塗り忘れて肌が真っ黒になり後悔しました。」 
                     (3B小笠原寛哉さん) 
 「最後の登山で頂上まで行けたからいい思い出になりました」 
                      (3B今野大介さん) 
とあり、充実した1日を過ごすことができました。 

  東北六県高等学校生徒商業研究発表大会が、8月24日(土)山形県山
形テルサで開かれ、商業の分野を研究する東北地区12校の生徒が、地域活
性化などをテーマに取り組んだ研究成果を発表しました。審査の結果、本校の
研究発表は、優良賞となり11月の全国大会へ進むことはできませんでした。 
 生徒たちは商業に関するテーマを設定して調査研究を行い、成果を12分以
内で発表しました。本県からは県大会を勝ち抜いた本校と湯沢市の湯沢翔北
高校が参加をしました。  
 本校は、「やしまブランディングプロジェクト ～矢島町の素材を付加価値化し
持続的・継続的なビジネスモデルを創造することでブランディング効果は高まるか
～」と題し、矢島町のブランド価値向上に向けてこれまで3年生の授業（課題
研究）で取り組んだ内容を報告したものでした。 

 

 大会終了後、2Ａの佐藤優衣さん、佐藤智美さん、髙橋朱音さんは「私たち５
人はビジネス系の2･3年生でこのような大会に出場し、秋田県大会で2位という素
晴らしい成績を収めることができました。しかし東北大会では、強豪の商業高校に圧
倒されてしまい悔しい結果で終わってしまいました。この想いを胸に来年もさらにレベ
ルアップした私たちでリベンジしたいと思います。」と語ってくれました。 
今回の研究報告書は、本校ホームページ「商業科課題研究」のページに掲
載しております。是非、ご覧ください。 
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表面：イベント1 

左から、参加をした 佐藤優衣さん・佐藤智美さん・髙橋朱音さん・高橋優奈さん・渡辺大誉さん 



2日(水)～4日(金) 第2学期中間考査 
4日(金) 整容検査④・英検一次 
5日(土) 2年医療看護模試 
8日(火) 2年PTA(15:30~) 
9日(水) 中高合同避難訓練② 
10日(木)～15日(火)・17日(木) 短縮日課 
11(金) 3年交通安全教室(18:00) 

16日(水) 中高連携10周年記念講演会 
18日(金) 矢高祭前日祭・漢字検定② 
19日(土) 矢高祭 
21日(月) 生徒休業日(10/19) 
22日(火) 即位礼正殿の儀 
23日(水) 学力・学習状況調査 
26日(土)・27日(日） 矢島産業文化祭 
26日(土) 矢島高・矢島中吹奏楽部合同演奏会(日新館) 

 生徒会・ボランティア
部・有志を中心として
矢島町でおこなわれて
いるMt.鳥海バイシクル
クラシックボランティアに
参加をしました。当日
は、大会運営がスムー
ズにいくようにと精一杯
作業しました。 

Mt.鳥海バイシクルクラシック 

ボランティア(7/28) 

 フォレスタ鳥海にて
3年地域創造福祉コー
スの生徒5名が参加を
しました。和気藹々と
料理を食べながらも、
西洋料理を食べる際に
おいてのマナーについ
ての基本をきちんとス
タッフの方から生徒た
ちは聞いておりました。 

 菊地力生さん(鳥海
中出身)は、「コース
料理を食べる際に、
フォーク・ナイフを外
側から使うことや食事
中のマナーについて教
えてもらうことができ
ました。料理もおいし
くいただけてよかった
です。」とありました。 

テーブルマナー講習(9/9) 

10月主な行事予定 

裏面：汎用パターン 

 本校では、学校設定科目「地域学」を2年
生に開設し、地域の伝統を守る活動をして
おります。現在は、矢島町に伝わる坂之下
番楽を練習し矢高祭に披露しようと猛特訓
中です。 
 練習の成果は、是非矢高祭で。ご期待く
ださい。 

地域の伝統を守る  
～矢島・坂之下番楽を学ぶ～ 

 普段着慣れない浴衣を、佐藤幹子先生に丁寧に教
えていただき着付けをしておりました。 
1Ａ佐藤勇樹さん(鳥海中出身）は、「初めて浴衣を
着て意外と動きやすいことが分かりました。マナー
も知ることができたので、このあとも、着てみた
い。」という感想があり貴重な時間となったようで
す。 

浴衣着付け教室(7/17) 

土田颯さん(矢島中出身)から 
 「選手に給水できたときにとてもやりがい
を感じました。炎天下の中で大変な作業でし
たが、とても有意義な時間になりました。」 


